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平成 26 年度第 3 回研究企画委員会  
議	 	 事	 	 録  

 
１．日	 時：平成 26 年 9 月 18 日（木）	 15:30～17:30 
２．場	 所：学会事務局会議室	 	 

３．出席者： (アンダーラインは欠席、＊は委任状提出) 
長田委員長，笠副委員長，阪元幹事，天野委員，池田委員，浦越委員＊，江口委員＊	 

大野委員，佐々木委員，品川委員，田中委員＊，照屋委員＊，升元委員＊	 

(委任状提出者を含めて過半数以上であり、委員会成立。)	 

	 

４．討議資料  
◆	 研究企画委員会平成 26 年度第 2 回委員会議事録(案)	 .....................................	 (26 研企Ⅲ資①)	 

◆	 地すべりの初生と評価に関する研究小委員会(第二期)の活動状況報告	 	 ...................	 (26 研企Ⅲ資②-1)	 

◆	 平成 26 年度 2 回事業企画委員会議事録(案)	 	 .........................................	 (26 研企Ⅲ資③-1)	 

◆	 文部科学省「一家に一枚ポスター」企画への取り組みについて	 ..........................	 (26 研企Ⅲ資④)	 

◆	 会員からの要望について	 ..............................................................	 (26 研企Ⅲ資⑤)	 

◆	 資料のアーカイブについて	 ...........................................................	 (26 研企Ⅲ資⑥)	 

 
５．議	 事  
５－１．前回議事録の確認  

案どおり承認した。  

５－２．研究小委員会活動報告  
（１）地すべりの初生と評価に関する研究小委員会(第二期) 

【報告事項】・・・阪元幹事  
・	 学会誌特別号による研究小委員会活動成果の報告に向けた計画(案)について。  
【意見等】  
・	 定期刊行の学会誌誌面を独占する形となるため、印刷・出版にかかる費用は新たには生じ

ないと思われるが、編集委員会に確認しておいた方がよい。  
・	 論文の著者名についても、これまでの事例等も参考にしつつ、研究小委員会内で議論して

おいた方がよい。  
（２）廃棄物処分における地質環境調査・解析手法に関する研究小委員会(第二期) 

【報告事項】・・・大野委員  
・	 前々回理事会において委員長(登坂委員長)が承認された。また、各委員に事務局から委嘱状
が配布された。  

・	 9 月 26 日に第 1 回委員会を開催する予定。  

５－３．理事会／常置委員会報告  
（１）理事会／総務委員会  

【報告事項】・・・長田委員長、笠副委員長  
・	 理事会(第 5 回(H26.7.18 開催)、第 6 回(H26.9.4 開催))、および、総務委員会(第 5 回(H26.7.4
開催)、第 6 回(H26.8.29 開催)における議事内容(一部)の報告。  
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・	 アジアシンポ、規程の整備に係る取り組み状況、広島豪雨災害への調査団派遣についてな

ど。  
（２）平成 26 年度第 2 回事業企画委員会  

【報告事項】・・・阪元幹事代読  
・	 第 2 回事業企画委員会(H26.8.22 開催)における議事内容の報告。  
・	 H26 総会・シンポジウム、H26 研究発表会、現場研修会についてなど。  
・	 来年度以降のシンポジウムの運営は研究教育部門に移管する方向で調整を進めていく方針。 

５－４．文部科学省「一家に一枚ポスター」企画への取り組みについて	 

・	 これまでの経過について、阪元幹事から報告がなされた。  
・	 水をテーマとした企画が有望であり、今後、地下水研究部会との協働により、次回に向け

た取り組みを進めることとした。具体的には各 2 名程度づつ、計 4 名程度からなる WG を
立ち上げて作業を進める案で地下水部会に打診してみることとした。  

・	 取り組みに関して、以下の意見が出された。  
! 水をテーマとした企画を本学会が取り上げる理由や意義の明確化が必要。  
! 採用側の評価基準が曖昧な部分があるため、既採用学会の担当者にヒアリングを行うな

どの情報収集も必要。  

５－５．会員からの要望について	 

・	 某会員から寄せられた「学会として特定テーマに関する出版物の出版」「研究発表会での特

別セッション設置」の要望の経過と具体について、長田委員長、阪元幹事から報告がなさ

れた。  
・	 要望の趣旨からは、出版物としては学会誌の特別号での刊行が適切と考えられるため編集

委員会へ、また、研究発表会での特別セッション設置は事業企画委員会へ連絡して頂くよ

う回答することとした。  

５－６．広報・情報委員会からの意見照会について	 

・	 広報・情報委員会から照会のあった学会ホームページ内過去資料のアーカイブページ (案 )
については、基本的には公開してもよい資料だけを保存しているはずであるため、そのま

まアーカイブ化することで問題ないと思われるが、研究企画委員会関連の資料について、

改めて保存の必要性、分類の妥当性などを確認することとした。  

５－７．その他	 	 

・	 委員会に先立ち、科学技術館における地質、建設関連の展示を見学し、応用地質学に関す

る情報発信、教育普及についての情報を収集した。  
・	 事務局から名簿内容の確認依頼が来ているため、各自名簿の記載内容を確認し、修正等が

あれば幹事に連絡することとした  
・	 次回委員会は、平成 26 年 11 月 6 日(木)、あるいは、13 日(木)で各委員の都合を聞いて決
定することとした。  

以	 上  


